
岩手県知Ｐ連. 1 

 

岩手県知的障がい教育校ＰＴＡ連絡協議会 

『障がい児の防災を考えるアンケート』集計結果  

        

学校名 岩大教育学部附属特別支援学校 

    盛岡みたけ支援学校 

    盛岡みたけ支援学校奥中山校 

    花巻清風支援学校 

    前沢明峰支援学校 

    久慈拓陽支援学校 

    宮古恵風支援学校 

    気仙光陵支援学校 

    三愛学舎 

    釜石祥雲支援学校 

    一関清明支援学校 

 

調査実施期間   2011年 6月下旬～7月中旬 

用紙配布件数  1014件 

回収件数     718件(70.80%) 

 

 

【１．お子さんのコミュニケーション能力】 

 

(1)「自分の名前を言えますか」 

 

はい いいえ 未記入 計 

487 216 15 718 

 

 

(2)「住所を言えますか」 

 

はい いいえ 未記入 計 

230 455 33 718 

 

 (3)「家の電話番号を言えますか」 

 

はい いいえ 未記入 計 

206 494 18 718 

 

 

 

(4)「学校名を言えますか」 

 

はい いいえ 未記入 計 

327 367 24 718 

 

 
 

 

(5)「助けてほしい事柄を伝えることができますか」 

 

はい いいえ 未記入 計 

244 418 56 718 
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【２．今回の災害時の連絡方法について】 

 

(1)「学校からご家庭への連絡方法について」 

 

携帯 372 携帯の内容 

  （複数回答あり） 

電話   286 

メール   87 

SMS     14 

宅電 115 

不通 122 

その他 50 

未記入 74 

 

 

 

 

 

 

                                     

 

 

［携帯内訳］ 

 

 

 

 

 

 

 

(2)「ご家庭から学校への連絡方法について」 

 

携帯 330 携帯の内容 

（複数回答あり） 

電話  254   

メール  78   

SMS    11 

宅電 115 

不通 133 

その他 40 

未記入 114 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［携帯内訳］ 

 

 

 

 

 

  

※ 1人で複数回答した場合あり。  

 

 (3)「本人から家族への連絡方法は」 

     ※連絡手段を持っていない場合が多かった 

携帯 84 携帯の内容 

（複数回答あり） 

電話   69   

メール  8   

SMS    0 

公衆 28 

不通 123 

その他 

未記入含め 
488 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［携帯内訳］ 

 

 

 

 

 

 

 

(4)「災害伝言ダイヤルを使いましたか」 

 

はい いいえ 不通 未記入 

36 580 49 53 
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(5)「災害時有効な連絡手段は何でしたか」 

 

携帯 201 携帯の内容（複数回答あり） 

電話    59   

メール  131  

災害伝言   2 

その他 66 

なし 30 

未記入 447 

 その他：PHS、広報無線、ラジオ、歩き 

     電話、公衆電話、衛星電話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

携帯内訳 

 

 

 

 

 

 

 

【３．災害時、ご家族のとった行動について】 

 

(1)「お子さんと別々だった場合、 

どのようにして安否確認をしましたか」 

  

A 迎えに行った 166 

B 電話、メールで確認 91 

C 自宅に行って確認、一緒だった 40 

D とれなかった 27 

E その他 10 

 

 

 

 

(2)「どのような方法で 

お子さんを迎えに行かれましたか」 

 

A 車で 288 

B 学校、施設の送り 45 

C 自分で帰ってきた 12 

D 歩いて 19 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【４．防災マニュアルの周知について】 

 

(1)「お子さんは地域の 

避難場所を知っていますか」 

 

はい いいえ 未記入 計 

104 579 35 718 

 

(2)「地域の防災訓練に 

参加したことはありますか」 

 

はい いいえ 未記入 計 

74 615 29 718 
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(3)「ご家族は学校や寄宿舎の避難場所や 

連絡方法をご存じですか」 

 

はい いいえ 未記入 計 

248 417 53 718 

 

 

(4)「非常持出品を 

ご準備されていますか」 

 

はい いいえ 未記入 計 

206 462 50 718 

 

 

 

【５．家庭でできること】 

 

(1)「お子さんのサポートブックを作っていますか」 

 

はい いいえ 未記入 計 

99 592 27 718 

 

 (2)「持出品にお子さんの 

「特別品」を入れていますか」 

 

はい いいえ 未記入 計 

87 578 53 718 

 

 

 

［特別品をご記入下さい］(一部) 

 
・薬 ・アレルギー食 ・介護食 ・Ｍｙ箸 
・防音用ヘッドホン、耳栓 ・分厚い本、落書き用紙 
・スティックのり ・ＣＤプレーヤー ・イヤーマフ 
・ラジオ、ウォークマン、カセットレコーダー 
・デジカメ ・ミニＰＣ ・ipod 
・ＤＶＤ、カセットテープ ・ペチャラ（会話補助装置） 
・ＤＳ,ゲーム ・学習用品 ・筆記用具 ・ノート 
・乾電池 ・電灯 ・ 
・お気に入りの玩具、本、楽器 ・お絵かきボード 
・お菓子 ・シャボン玉 ・ネームプレート 
・ふりかけ ・ポテトチップス 
・もこもこ靴下 
・衣類,下着 ・オムツ、お尻拭き 
・ひも、せんたくばさみ 
・綿棒 ・医療、病院関係、入院用品 ・毛布 ・浣腸 
・携帯電話 ・財布 ・ハンカチ ・眼鏡 ・バッグ 
 

(3)「家や実家以外での 

お泊まり体験はありますか」 

 

はい いいえ 未記入 計 

566 115 37 718 
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(4)「防災館などで、 

地震や津波体験はありますか」 

 

はい いいえ 未記入 計 

87 577 54 718 

 

 

 

【６．サポートブックについて】 

 

 (1)「ご存じですか」 

 

はい いいえ 未記入 計 

180 479 59 718 

 

 

 

 

(2)「あれば良いと思う内容に○をつけて下さい(複数選択可)」記入者数：92名 
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(5)「要援護者申請をされていますか」 

 

はい いいえ 未記入 計 

41 600 77 718 
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【７．望むこと】 ※各校の集計結果から主なものをピックアップ 

① 被災時同行者に  

   □本人の不安を取り除く、安心させてほしい、冷静な対応、大丈夫だよとの声がけ、話相手 

   □避難誘導、安全確保（目をはなさい）、見守り、怪我等の確認 

     □状況説明、見通しを持たせる対応 

   □体調管理、薬の手配(7) 

   □障がい理解(3) 

   ・食料、生活介助 

   ・学校への連絡、帰宅手段の確保、送り 

   ・最悪の場合は、自分の命を優先して逃げて欲しい 

 

② 避難先に  

   □配慮された環境 

    障がい者だけの避難場所（別の部屋、別の施設）、プライバシーの確保、静かな所、 

騒いでもいい場所、目でわかる表示の工夫、障がい者用のトイレ、 

重度の障害者用のスペース（オムツ交換、医療）など 

   □専門的知識のあるの支援者の配置と障がい者と家族の心のケア 

   □その他の環境 

緊急対応の可能な通信手段、暑さや寒さへの対策、自家発電装置の備え など 

   ■不安なこと 

    衛生面、医療面（機器、薬、酸素）トイレ、食料、 

周囲の障がい理解、受け入れ状況、気持ちの安定を保てるか、 

行動面の不安（周囲に迷惑をかけてしまうのでは、うまくコミュニケーションをとれないのでは）、 

障がい理解、体調の維持・管理、気持ちの安定 など 

  

③ 学校・地域・社会に  

   ［学 校］ 

□学校を避難所にし、児童生徒とその家族の受け入れ、けが人への対応を 

□災害に対応した実際的な避難訓練、回数の検討 

□緊急連絡の方法のスピーデイな情報提供（一斉メール配信、マスコミへの活用） 

□緊急事態への備え（食料品、発電機、建物の耐震構造の強化） 

□防災マニュアルの保護者への周知 

□障がい理解をすすめるため、地域啓蒙の情報発信 

   ［地域・社会］ 

   □障がい者への理解と配慮、弱者から援助の手を差し伸べて欲しい 

   □障がい者の防災、避難についての具体的な計画推進を 

   □普段からの絆、ご近所づきあいの大切さに気づいた 

日常的に障がいについての情報を共有しあう、家族でも防災について話し合う 

   □障がいについて、地域のリーダー（町内の役員、民生委員さん）の意識を高める 

□家族と離れてしまった場合でも安心な支援体制づくりを進めて欲しい 

□福祉避難場所を増やし、サポーターの配置の検討も進めて欲しい 

   □要援護者の状況把握と必要な支援についての把握 

□緊急車両に障がい者のいる家庭の車や福祉車両を入れて欲しい。 

   □共生社会の実現のためには、マスコミや大きな団体からのＰＲが必要 

□名札を着用していれば、自然に援助してもらえる社会であって欲しい 

□助け合う広い気持ちの人たちがいっぱいの社会になって欲しい 

□困ったときに助けを呼ぶということが周知され、支援してもらえる社会に 

□サポートブックが欲しい 

  


